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確定申告
期限内に申告しましょう

みんなの広場 
久御山町消防出初式など

行政ニュース 
教育委員会だよりなど

INFORMATION 
ひとり親家庭新入学児童を祝い励ます会参加者の募集など

ふるさとの川の流れに 
古川流域の変遷（２）

成人としての一歩を踏みだす
　1月11日、新成人の門出を祝う平成22年久御山町
成人式が中央公民館でおこなわれました。
　今年の新成人は、男性70人、女性73人の合計143
人。第一部の記念式典では、新成人を代表し、西村
好弘さんと中村千尋さんが「悔いのない毎日を送れ
るよう感謝の気持ちを忘れず、夢に向かって精一杯
歩んでいきます。」と成人の言葉を述べました。
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広報くみやま平成 22 年 2 月 1 日

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
前
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を
自

分
で
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
期
限

ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
て
申

告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
前
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控

除
に
漏
れ
が
な
い
か
、
ま
た
提
出
書
類
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
申
告
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
閉
庁
日
や
夜
間
で
も
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（http://w

w
w

.nta.go.jp)

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。

①
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
事
業
所
得
（
農

業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動
産
所
得
が

あ
る
人
で
、
平
成
21
年
中
の
所
得
の
合
計

金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人

③
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

④
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑤
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、年
末
調
整
さ
れ
て

い
な
い
給
与
収
入
と

年
末
調
整
さ
れ
て
い

る
給
与
所
得
や
退
職

所
得
と
の
合
計
額
が

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
22
年
度
町
・
府
民

税
の
申
告
が
２
月
16
日
㈫
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月

15
日
㈪
ま
で
で
す
が
、
期
限
が
近
づ
く
と
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
会
場
を
利
用
さ
れ
る
人
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

20
万
円
を
超
え
る
人

 　

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
２
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
た

め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合

②
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
（
大
規

模
な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合

④
平
成
21
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な

か
っ
た
場
合

⑤
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、
次
の

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
）

　

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
、
す
で
に
宇
治

税
務
署
確
定
申
告
会
場
「
鹿
六
４
階
」
で
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際
に
は
源
泉
徴

収
票
の
原
本
等
、
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

2月16日㈫～3月15日㈪

期
限
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
！

確

定

申

告
申告期間

※土曜・日曜日は除く
鹿六会場は、２月21日㈰・28日㈰
も実施（ ）

申告会場

税務課または

宇治税務署では、作成済みの申告書等の受付
および用紙の交付のみ

  宇治税務署確定申告会場
「鹿六４階」（サティ大久保店東隣）

（ ）
受付時間

税務課　午前８時３０分～１１時３０分
　　 　　午後１時～５時
鹿　六　午前９時～午後５時

両会場ともなるべく午後４時ごろまで
にお越しください。（ ）

準
備
は
お
早
め
に

確
定
申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人

町
・
府
民
税
の

　
　
　

申
告
が
必
要
な
人

　

医
療
費
控
除
の
計
算
方
法

Ⓐ
支
払
っ
た
医
療
費
等
の
金
額
か
ら
生
命

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
引
い

た
額

Ⓑ
10
万
円
と
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の

５
㌫
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額

Ⓐ
︱
Ⓑ
＝
医
療
費
控
除
額

　
（
最
高
２
０
０
万
円
）

※　

医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関

別
・
受
診
者
別
に
整
理
し
確
定
申
告
書
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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確定申告

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人
や
給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
課
で
は
、
平
成
20
年
中
の
所
得
状
況

を
も
と
に
、
町
・
府
民
税
の
申
告
書
を
送
付
し

ま
す
。
平
成
21
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

も
、そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
後
日
、
町
・
府
民
税

の
課
税
証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書

（
税
務
課
に
も
あ
り
ま
す
）、
ま
た
は
お
知

ら
せ
は
が
き
、
税
務
課
か
ら
送
付
さ
れ
た

町
・
府
民
税
申
告
書

※　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
に
お
い
て

「
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
」
ま
た
は
税
務
署
の
「
作
成

コ
ー
ナ
ー
用
パ
ソ
コ
ン
」
を
利
用
し
た
人

に
は
、
確
定
申
告
書
等
の
送
付
に
代
え
て
、

「
お
知
ら
せ
は
が
き
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
、
売
買
契
約
書
な
ど
）

③
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
等
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費
・

寄
附
金
・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明

書
な
ど
）

④
印
鑑

⑤
還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
り
込
み

先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

【
申
告
会
場
】

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
→
宇
治
税
務
署
相
談

会
場
「
鹿
六
４
階
」
ま
た
は
税
務
課

▼
町
・
府
民
税
の
申
告
→
税
務
課

　

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
送
等
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
に
係
る
譲
渡
所
得
に
つ
い
て

は
、
宇
治
税
務
署
確
定
申
告
会
場
「
鹿
六
」

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

鹿
六
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

個
人
事
業
者
の
平
成
21
年
分
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
３
月
31
日
㈬
ま
で
で
す
。
３
月

15
日
㈪
ま
で
は
確
定
申
告
会
場
の
「
鹿
六
４

階
」
で
、
３
月
16
日
㈫
以
降
は
宇
治
税
務
署

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

  

確
定
申
告
会
場
の
「
鹿
六
４
階
」
は
、３
月

15
日
ま
で
所
得
税
の
確
定
申
告
と
重
な
り
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

税
務
課
ま
た
は
宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４

（
４
４
）
４
１
４
１

ご利用ください
平成 21年分
確定申告外部会場

　税務署では、下表の日程で所得税に関する確
定申告の相談、年金所得者などの申告相談を開
設します。気軽にご利用ください。

▼確定申告会場
時間は、いずれの会場も午前９時30分から正午、
午後１時から４時です。

▼個人事業者対象の確定申告
時間は、午前9時30分から正午、午後1時から午後
４時です。

▼年金所得者対象の相談
時間は、いずれの会場も午前９時30分から正午、
午後１時から４時です。

▼広域申告センター
日曜日に確定申告の相談を希望される人は、ぜひご
利用ください。時間は、午前９時から午後５時です。

※広域申告センターは駐車場がないため、公共交通機関をご利用ください。
※混雑状況により、早めに受付を終了する場合があります。
※広域申告センターを除く会場において譲渡所得についての相談等はお

こないません。
※上記確定申告外部会場では、土曜・日曜日、祝日については、開設して

いません。（広域申告センターを除く）

必
要
書
類
と
申
告
会
場

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の

確
定
申
告
は
3
月
31
日
ま
で
に

問
い
合
わ
せ

大
久
保
駅

近
鉄
京
都
線

大
久
保

サ
テ
ィ

宇治
税務署

名木川

大久保
自動車
教習所

陸上自衛隊
大久保駐屯地

鹿六

会　場　名 期　間
宇治市産業会館
宇治市宇治琵琶 45－13 2月16日㈫～25日㈭

八幡市文化センター
八幡市八幡高畑 5－3 2月16日㈫～25日㈭

木津川市中央交流会館いずみホール
木津川市木津宮ノ内 92 2月1日㈪～12日㈮

会　場　名 期　日
城陽市市立福祉センター
城陽市寺田東ノ口 17 2月25日㈭・26日㈮

会　場　名 期　間
宇治市産業会館
宇治市宇治琵琶 45－13 2月8日㈪～15日㈪

城陽市市立福祉センター
城陽市寺田東ノ口 17 2月4日㈭～5日㈮

京田辺コミュニティホール
京田辺市田辺 80 2月2日㈫～3日㈬

会　場　名 期　日
池坊短期大学
美心館地階アッセンブリホール
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町

2月21日㈰・28日㈰

◎鹿六地図
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

迎春寄せ植え教室（12 月 25 日・中央公民館）

2009 Kumiyama
図書館講座「おりがみ教室」（12 月18 日・ゆうホール）

（平成 18 年 11 月 26 日）
いつも笑顔を有難う！！

これからもそのキラキラ笑顔を絶やさずにいてね♡
佐古　父 大輔さん・母 麻衣子さん

藪
やぶなか

仲 唯
ゆ い た

太ちゃん 
（平成 20 年 9 月 10 日）

好奇心いっぱいな僕。笑って走ってやる気満開
元気に大きくなっています。

大橋辺　父 仁司さん・母 奈津子さん

吉
よ し だ

田 沙
さ ゆ き

雪ちゃん 
（平成 20 年 10 月 1 日）

ママと一緒で黒豆を愛している
可愛いい娘です♡

林　父 敦さん・母 惠里菜さん

防火・防災への決意を誓う
　１月10日、中央公園野球場で、平成22年久御山町消防
出初式がおこなわれ、消防職員や消防団員、町内事業所の
自衛消防隊員ら約400人が参加しました。
　式典では、きびきびした分列行進のあと宮川繁美消防団
長が「地域住民の生命・財産を災害から守るため、より一
層の努力を重ねます」と決意を表明しました。
　最後に、消防職員と消防団員による一斉放水がおこなわ
れ参加者全員が防火・防災への決意を新たにしました。

１年の初めに習字の上達を祈る
　1月11日、荒見神社で田井まなび塾がおこなわれ、「と
んど」について学びました。
　午前7時に点火されると青竹40本ほどで組まれている
「とんど」は、パンパンとすさまじい音を鳴らしながら燃
え上がりました。その中に習字の半紙を入れ、燃えながら
高く舞い上がると字が上達するとの言い伝えにそって、子
どもたちは半紙を投げ入れ習字の上達を祈りました。その
後とんどは、今年の恵方である西南西に倒されました。

久御山町消防出初式
中央公園野球場

▲消防職員・消防団員による一斉放水▲とんどに半紙を投げ入れる子どもたち

田井まなび塾
荒見神社
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2009 Kumiyama

町成人式での模擬投票（1 月 11 日・中央公民館）

2009 Kumiyama
高齢者とのほのぼの交流会（1月12 日・あいあいホール）

2009 Kumiyama

いきいきシニアライフ応援講座

「おやじ未来塾」（1 月 7 日・中央公民館）

平成 21 年 12 月 10 日から平成 22 年 1 月 9 日までの受付分（敬称略）

豊凶を占う真夜中の神事
　１月15日の午前零時、佐山の雙栗神社で、竹筒に入った
粥の量で農作物の豊凶を占う粥占神事がおこなわれました。
　午前零時になると奥村宮司の祝詞のあと、宮総代や佐
山・林の両自治会長らが1年の豊作を祈願。大釜の中に8種
類の農作物の名前をつけた竹筒（直径1㌢、長さ12㌢）を
入れて小豆粥を約2時間かけて炊きあげました。
　今年の結果は、早

わ せ

稲二分、中
なかて

稲四分、晩
おく て

稲九分、綿四分、
大豆二分、
芋四分、黍

きび

四分、梨二
分で「早い
時期に雨が
降る」「不
安 定 な 気
候」と予想
されました。

ご応募ありがとうございました
　1月1日号の「まちがいさがしクイズ」の正解は、A
（タカの持つ野菜）、B（こまひもの長さ）、E(トラの牙
の数)、F（雪だるまの手袋）、G（マフラーの形）、H(こ
まの心棒の色)、I（トラのほおの模様）でした。
　応募総数は113通、正解は107通でした。抽選の結果、
次の20人に図書カードをお贈りします。
　また、みなさんからお寄せいただいた多くのご意見を参
考に、今後とも読みやすく、親しみやすい広報づくりをめ
ざしていきます。
　たくさんのご応募ありがとうございました。
【当選者】川口祐真（大橋辺）、　内和子、福田彩乃（以
上北川顔）、二木知亮（島田）、山田壽一（東一口）、岩
瀬正美（野村）、丹羽ひろ美、阪部講治、東田知子（以上
佐山）、松本三千代（佐古）吉田　子（市田）辰村晴美、
秦野洋子、藤田涼華（以上下津屋）、小俣青空、諌山京子、
村岡隆、立脇つた子（以上林）谷口廸子、花岡時子（以上
栄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略＝

粥占神事（かゆうらしんじ）
雙栗神社（佐山）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

東
一
口	

小
笹
哲
津
雄	

小
笹　

倫
子

　

林	

立
川　
　

篤	

立
川　

智
子

田　

井　

	

村
手　

義
和	

村
手　

千
恵

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺	

山
内
清せ
い
の
す
け

之
介	

祥
邦
・
央
子

島　

田	

小
栗　

孝こ
う
た太	

央
光
・
由
香

佐　

山	

三
谷　

晴は
る
と人	

智
彦
・
真
子

　

〃	

松
川　

暖は
る
た大	

昌
起
・
渚
紗

佐　

古	

岡
井　

杏あ

こ瑚	

康
平
・
り
つ
こ

　

林	

藤
村　
　

亘
わ
た
る	

憲
司
・
あ
ゆ
み

田　

井	

林　
　

蓮れ
ん
と斗	

秀
之
・
梨
沙

下
津
屋	

髙
井
龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介	

久　

・
理
世

　

栄	

加
治　

芽め

い依	

光
敏
・
未
咲

　

〃	

⻆　
　

花は
な
え衣	

哲
郎
・
真
紀

▲粥の詰まり具合を判定する宮司ら

まちがいさがしクイズ
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.11

　

平
成
元
年
度
に
京
都
府
下
で
初
め
て
Ａ
Ｅ

Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
を
配
置
し
、
生
徒
が

生
き
た
英
語
を
学
び
、
学
習
や
他
の
活
動
を

通
じ
て
外
国
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促
進

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
各

小
・
中
学
校
に
１
人
ず
つ
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
配
置

し
、
小
学
校
で
は
英
語
活
動
を
、
幼
稚
園
や

保
育
所
で
は
小
学
校
英
語
活
動
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
の
日
常
的
な
交
流
を

通
し
て
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
異
な
る
文

化
や
価
値
観
を
尊
重
で
き
る
国
際
理
解
教
育

を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に

自
分
を
表
現
で
き
る
力
や
意
欲
を
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
で
は
年
間
５
時
間
程
度
、

中
学
校
で
は
15
時
間
程
度
の
町
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
や
保
育
所
で
は
、
異
年
齢
児
や
お

年
寄
り
の
人
と
の
交
流
や
さ
つ
き
苑
へ
の
訪

問
を
通
し
て
多
く
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
や
障
害
の
あ
る
人
、
高
齢
者
に
関
す
る
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
点
字
や
手
話
な
ど
の
簡

単
な
学
習
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
車
椅
子
体

験
な
ど
を
通
し
て
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を

考
え
て
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
机
上
の

学
習
だ
け
で
な
く
、
体
験
を
通
し
て
の
学
習

が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
ま

つ
り
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
は
決
し
て
多

く
の
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
困
っ
て
い

る
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

な
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
61
年
度
に
久
御
山
中
学
校
に
京
都
府

下
で
初
め
て
空
調
設
備
付
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
を
整
備
し
、
そ
の
後
小
学
校
に
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
を
整
備
。
児
童
・
生
徒
１
人

１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

必
要
な
情
報
を
得
て
、
そ
の
情
報
を
用
い
て

問
題
を
解
決
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
す
る
な
ど
授
業
や
活
動
で
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
年
生
の
卒
業
文
集
も

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
仕
上
げ
て
い
ま

す
。

　
　
　

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ
る
情
報
化

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
世
界
の
国
々
が
非
常

に
近
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
21
世
紀

の
国
際
社
会
の
中
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
能

力
、
い
わ
ゆ
る
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る

た
め
に
は
、
国
際
理
解
教
育
や
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
育
、
情
報
教
育
は
不
可
欠
な
も

の
で
す
。

　

久
御
山
町
で
育
ま
れ
た
広
い
視
野
を
生
か

し
て
久
御
山
の
子
ど
も
達
が
世
界
を
舞
台
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
一
貫
の
視
点
に
立
っ
た
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
特
徴
的
で
あ
る
の
が
「
英
語
教

育
」
と
「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
」、「
情
報
教
育
」
で
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
の
特
色
あ
る
３
本
柱
で
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

久
御
山
町
は
特
色
の
あ
る
教
育
を
進
め
て
い
ま
す

◉
英
語
活
動
を
通
し
た

　

国
際
理
解
教
育

▲御牧小学校のイングリッシュアドベンチャー（清水寺）

◉
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

教
育

▲実際に盲導犬を見て学習（佐山小学校）

◉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

　

活
用
し
た
情
報
教
育

▲コンピュータ授業（久御山中学校）
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行政ニュース 

久
御
山
団
地
内
の
ご
み
の
不
法
投
棄

な
ど
に
つ
い
て

　

夜
間
に
、
外
部
か
ら
廃
タ
イ
ヤ
や
大
型
家

具
・
家
電
品
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
種
ご
み
の
置
場
が
あ
い
ま
い

で
、
ご
み
を
分
別
し
て
い
る
効
果
が
あ
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

都
市
再
生
機
構
に
対
策
を
と
る
よ
う

要
望
し
て
い
ま
す

　

一
部
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
分
別

ル
ー
ル
や
排
出
マ
ナ
ー
が
徹
底
さ
れ
ず
、
ご

み
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
が
原
因
と
な
り
、
外
部
か
ら
不
法
投
棄
を

招
く
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

の
種
類
ご
と
に
専
用
の
カ
ゴ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
容
量
を
上
回
る
量
の
ご
み

が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
せ
っ
か
く
分
別
さ

れ
た
ご
み
が
カ
ゴ
か
ら
は
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
広
く
不

法
投
棄
行
為
禁
止
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
面
の
改
善
を
含

め
、
管
理
者
で
あ
る　

都
市
再
生
機
構
京
都

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
に
対
策
を
と
る
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

 【
環
境
保
全
課
】

あいあいホール便り子育て
支援セン

ター

○ベビーマッサージ
　天然の植物オイルを使い、赤ちゃんの心と体をリラッ
クスさせるマッサージをおこないます。
日時／ 2 月 17 日㈬　午前 10 時 30 分～正午
対象／生後 2 か月からハイハイをするまでの赤ちゃんと

その保護者
費用／１人 300 円
申し込み／同ホールへ。

○親子で楽しむリトミック
　親子で一緒に体を動かしてみませんか。
日時／ 2 月 27 日㈯　午前 10 時～ 11 時
対象／就学前の乳幼児とその保護者
費用／１家族 300 円
申し込み／同ホールへ。

○作って遊ぼう
　トイレットペーパーの芯を利用して、おもちゃを作っ
てみませんか。

日時／２月 20 日㈯　午前 10 時～ 11時、午後１時～ 2
時

持ち物／はさみ・のり（トイレットペーパーの芯は用意
します）

○親子サロン
　毎月第２・４金曜日に開いています。
日時／ 2 月 12 日㈮・26 日㈮　午前９時～午後４時
場所／地域福祉センター２階視聴覚室
※ 26 日㈮　午前 11 時 30 分からは、図書館司書によ

る絵本の読み聞かせをおこないます。

○お誕生会
　あいあいホールでは毎月、その月に誕生日を迎える友
だちを対象にお誕生会を開いています。みんなで歌を
歌ってお祝いします。写真入りの誕生カードをプレゼン
トします。
日時／ 2 月 25 日㈭　午前 11 時 20 分からと午後 3 時

20 分からの 2 回

　健康センターいきいきホールで実施しているト
レーニングマシンなどによるプログラムを楽生苑
でおこないます。
日時／2月23日、3月2日、9日、16日いずれも火曜

日　午前10時〜11時30分
場所／楽生苑
対象／町内在住で60歳以上の人
費用／1回につき100円
定員／24人
申し込み・問い合わせ／同ホールへ。
※4回連続でも1回だけでも申し込みできます。

開館時間／午前 8 時 30 分～午後 5 時
休館日／日曜・月曜日、祝日、年末年始

（独）

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
・
い
き
い
き
ホ
ー
ル

総
合
体
育
館
・
保
育
所
・
幼
稚
園

荒
見
苑
・
Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店

いきいきホール  出張プログラム

内　容 時間
血圧測定・問診チェック、ウォームアップ・
ストレッチ

10 分

介護予防グループレッスン「サッソウいき
いき体操」（バランスディスク等を利用し
た教室形態のグループレッスン）

35 分

介護予防筋力向上トレーニング「元気ハツ
ラツトレーニング」（高齢者向け筋力トレー
ニングマシンを使用した筋力活性化エクサ
サイズ）

35 分

クールダウン・ストレッチ 10 分
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マンションの悪質な電話勧誘販売

　マンションの悪質な電話勧誘に関する相談が多数寄
せられており、年々増えています。中でも強引で脅迫的
な勧誘や、考える暇を与えずに即決を迫られたという相
談、長時間にわたりしつこく勧誘されたという相談が目
立ちます。
■勧誘電話にはこんな傾向があります。
・販売目的、業者名、販売員の氏名を告げない
・断ったのに何度も勧誘される
・長時間、強引、脅迫まがいの勧誘
・収入になるかのような説明がある
■消費者へのアドバイス
①強引に勧められても買う気がなければ断る
　マンション販売の勧誘電話とわかった場合、買う気が
なければ毅然と「必要ありません」、「お断りします」と
言ってすぐに電話を切りましょう。
　また、発信番号表示サービス（有料）を利用して再勧
誘の電話を着信拒否したり、非通知でかかってきた場合
には、つながらないサービスを利用する方法もあります。

②悪質な勧誘ならば行政の窓口に連絡する
　非常に悪質で迷惑な勧誘を受けた際には、業者名、連
絡先を聞き、各都道府県の宅建業法の所管課または国土
交通省地方整備局などに申し出ましょう。
　何度もかかってくる場合は、通話内容を録音するなど
の対策も有効です。
■契約してしまったら消費者センターなどへ
　契約した場合、原則、契約書が渡されてから８日以内
で、要件が整えば無条件で解約できます。クーリング・
オフ期間を過ぎていても契約を取り消せるケースもあ
りますので、早めに相談しましょう。暴力や脅迫を受け
たら警察へ申し出ましょう。
　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府消
費生活安全センター☎ 075（671）0004、京都府山城
広域振興局商工観光室☎ 0774（21）2103 または町産
業課へご相談ください。

　
「
病
は
気
か
ら
」
と
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
心
の
健
康
と
体
の
健
康
は
深
い
関
係
に

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、日
常
生
活
で
ス
ト
レ
ス

が
解
消
さ
れ
ず
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
、
心

身
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
調
を
き
た
し
、
消
化
器

疾
患
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
と
し

て
現
れ
た
り
、
そ
れ
が
悪
化
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
何
と
な
く
気
分
が

は
れ
な
い
状
態
を
放
っ
て
お
い
た
り
、
嫌
な

こ
と
を
た
め
込
ん
だ
り
し
て
い
る
と
「
う
つ

病
」
に
落
ち
入
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、

心
を
鍛
え
て
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
早
め
に
ス
ト
レ
ス
解
消

　

心
の
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
に
は
、
自

分
が
受
け
て
い
る
ス
ト
レ
ス
を
正
確
に
把
握

し
、
柔
軟
に
受
け
止
め
て
、
上
手
に
解
消
す

る
こ
と
で
す
。

　

何
も
し
な
い
で
ぼ
う
っ
と
す
る
、
自
分
だ

け
の
時
間
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
あ
れ
を
し
な

く
ち
ゃ
、
こ
れ
も
し
な
く
ち
ゃ
、
と
考
え
る

の
で
は
な
く
、
今
の
自
分
を
ゆ
っ
た
り
と
休

ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
自
分
な

り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
、
対
処
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
解
消
法

　

自
分
に
あ
う
解
消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
睡
眠
…
す
べ
て
の
休
養
の
基
本
で
す
。
快

適
睡
眠
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
あ
る
程

度
硬
さ
の
あ
る
布
団
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

や
わ
ら
か
い
布
団
は
体
が
沈
み
こ
ん
で
寝

返
り
が
う
ち
に
く
く
眠
り
を
浅
く
し
ま
す
。

・
入
浴
…
ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る

と
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

・
運
動
…
種
類
は
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
。
仕
事
で

使
わ
な
い
筋
肉
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
音
楽
…
聞
く
も
よ
し
、
歌
う
も
よ
し
。
気

分
に
合
わ
せ
て
曲
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
…
ほ
の
か
な
良
い
香
り

は
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ッ
チ
…
睡
眠
の
前
後
、
筋
肉
や
関

節
な
ど
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。
や
り
過
ぎ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
森
林
浴
…
林
や
森
に
行
く
の
が
ベ
ス
ト
で

す
が
、
公
園
な
ど
で
も
で
き
ま
す
。

・
趣
味
…
仕
事
以
外
の
好
き
な
こ
と
に
熱
中

し
て
、
気
分
転
換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

・
動
物
を
飼
う
…
ペ
ッ
ト
療
法
も
あ
り
。
生

き
物
と
の
交
流
で
心
が
な
ご
み
ま
す
。

・
映
画
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
…
特
に
笑
え
る
楽
し

い
も
の
が
お
勧
め
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

44
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
生
活
習
慣
病
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図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪

28
日
㈰
・
３
月
１
日
㈪

■材料（４人分）
133

畠菜の辛子和え

105㌔カロリー / １人分

「くみやま食暦」作成検討会

畠菜･･･････････････････････････ ２束

薄口しょう油･･･ 大さじ１と１/ ３
濃口しょう油･･･ 大さじ１と１/ ３
酒･･･････････････････大さじ１弱

油揚げ･･････････････････････ １/２枚

みりん…………………… 小さじ２
和からし粉……………… 小さじ１
砂糖……………………… 大さじ１

作り方 

①　畠菜を３～４分ゆで３～５cm の長
さに切る。

②　油揚げをグリルなどで焼き、横半
分縦３～５mm 幅に切る。

③　①と②を調味料 Ａ で和えて出来上
がりです。

※　京都の伏見稲荷大社の初午大祭は
秦氏が初午の日に稲荷山に稲荷大社
を祀ったことから始まったとされて

います。
　　霜があたって甘くなり、栄養価が

高く美味しい旬の時期となる畠菜の
「はた」と秦氏の「はた」をかけて、
狐の好物である油揚げを一緒に和え
食卓に並べるようになったといわれ
ています。水菜を使用する地域が多
い中、町では味のよい畠菜を使用し
てきました。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ
り
楽
し
む
た
め
に
開
催

地
カ
ナ
ダ
や
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し

ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
博
物
館
79
）

角
川
書
店

　

勝
敗
や
記
録
だ
け
で
な
く
、
数
々
の
物
語
と
感
動
を
人
々
の
胸
に

刻
み
続
け
て
き
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
伝
統
や
歴
史
、
競
技
種
目
等
を

写
真
で
紹
介
。

「
こ
ど
も
が
伸
び
る
！
ス
キ
ー
の
教
え
方
」

ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　

ゲ
レ
ン
デ
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
ジ
ュ
ニ
ア

ま
で
。
子
ど
も
に
ス
キ
ー
を
教
え
る
際
の
予
備
知
識
。
子
ど
も
た
ち
が
、

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
知
り
、
笑
顔
が
広
が
る
よ
う
に
…
。

「
シ
ム
ソ
ン
ズ
」

森
谷
雄
著

　

女
子
高
生
４
人
が
、カ
ー
リ
ン
グ
と
出
会
い
、夢
を
見
つ
け
た
。「
一

緒
に
世
界
を
め
ざ
す
の
よ
！
」
２
０
０
２
年
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ

五
輪
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
が
モ
デ
ル
の
物
語
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
す
き
・
や
き

（
楊
逸
著
）

　

中
国
人
留
学
生
・
虹
智
の
初
め
て
の

バ
イ
ト
、
そ
し
て
初
め
て
の
恋
…
。
す

き
焼
き
屋
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
心
あ

た
た
ま
る
物
語
。

★
静
人
日
記

（
天
童
荒
太
著
）

　

全
国
を
放
浪
し
、
死
者
を
悼
む
旅
を

続
け
る
静
人
。
日
記
と
い
う
形
で
描
か

れ
た
「
悼
む
人
」
の
物
語
。

★
雪
の
結
晶
ノ
ー
ト

（
マ
ー
ク
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
／

ジ
ョ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
作
）

　

美
し
く
、
複
雑
な
形
を
し
た
雪
の
結

晶
。
雪
が
降
っ
た
ら
上
手
に
受
け
止
め

て
、
虫
眼
鏡
で
見
て
み
よ
う
。

★
こ
ぶ
と
り
た
ろ
う

（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
作
／
杉
浦
範
茂
絵
）

　

勉
強
す
る
た
び
頭
に
出
て
く
る
こ
ぶ

を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
、
た
ろ
う
は
妹

と
一
緒
に
オ
ニ
の
所
へ
行
く
こ
と
に

…
。

図
書
館
講
座
「
紙
芝
居
の
魅
力
」

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
紙
芝
居
の
上
手
な
演
じ
方
な
ど

講
師
／
京
都
児
童
文
化
研
究
所
研
究
員　

宗
宮
圀
子
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

申
し
込
み
／
２
月
２
日
㈫
か
ら
、
図
書
館
へ
。
電
話
可

A
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春の無料体験学習

2月15日㈪〜28日㈰
（4回）

申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。

◆東教室 075 － 983 － 8381
秋山　浩子

◆栄教室 0774 － 43 － 5840
玉城　啓永

有料広告を募集中
「広報くみやま」毎月1日号に掲載する

有料広告を募集しています。

1枠　5,000円から
企業や事務所の PR に、ぜひご利用ください。

詳しくは、役場広報行政課または町ホームページを！

2010
February2

　

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を

　

祝
い
励
ま
す
会

　

町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
、
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い
励

ま
す
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
中
旬
（
参
加
希
望
者
に
は
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
）

対
象
／
町
内
在
住
で
、
４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
父
子
・
母
子
家
庭
の
児
童

内
容
／
町
長
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
５
日
㈮
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可

　

い
き
い
き
健
康
教
室（
栄
養
編
）

　
「
自
分
の
体
と
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
く
お
料
理
を
し
な
が

ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
、

自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
楽
し
く
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
２
月
23
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
調
理
実
習
（
ふ
だ
ん
の
お
か
ず
で
出

来
る
ひ
と
工
夫
）、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど

※
体
脂
肪
の
測
定
は
裸
足
で
お
こ
な
い
ま
す
。

定
員
／
先
着
16
人

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど
（
特
定
検
診
な
ど

の
結
果
が
あ
れ
ば
、ご
持
参
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。

電
話
可

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
１

時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子
（
子
ど
も
は
２
歳

以
上
）

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ

定
員
／
15
組

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
10
日
㈬
ま

で
に
、
同
協
議
会
へ
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

　

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い

　

京
都
府
知
事
と
一
緒
に
新
入
学
を
お
祝
い

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
45
分
～
午

後
２
時
30
分

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
東
九
条

下
殿
田
町
70
）

対
象
／
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　

記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
し
込
み
／
２
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き

に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」

と
書
い
て
、
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護

者
名
・
新
入
学
児
童
お
よ
び
同
行
さ
れ

る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生

年
月
日
・
性
別
・
最
寄
り
駅
、
参
加
人

数
を
ご
記
入
の
う
え
、
母
子
家
庭
の
人

は
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、
父

子
家
庭
の
人
は
京
都
府
民
生
児
童
委
員

協
議
会
（
い
ず
れ
も
〒
604
︱

0874
京
都
市

中
京
区
清
水
町
３
７
５　

府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
内
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
家
庭
支
援
課
☎
０
７

　
　

５
（
４
１
４
）
４
５
８
５
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遊
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
遊
び

の
広
場
」
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
３
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

内
容
／
豆
ま
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
２
月
５
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

②
19
日
㈮　

正
午
～
３
時

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

場
所
／
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

児
童
手
当
の
給
付

　

10
月
分
か
ら
１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
の

振
り
込
み
は
、
２
月
５
日
㈮
で
す
。

　

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
講
演
会

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
児
童
虐

待
に
関
す
る
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
を
対
象
に
保
育
ル
ー
ム
を
用
意

し
ま
す
。

日
時
／
２
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

講
師
／
京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

川
畑
隆
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

人
権
啓
発
研
修
会

　

す
べ
て
の
人
が
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
自
己
を
尊
重
し
、

他
者
を
尊
重
す
る
人
権
意
識
を
少
し
で
も
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
人
権
啓
発
研
修
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
／
２
月
17
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
役
場
庁
舎
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

　
　

ー
ル

内
容
／
講
演
…
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権

意
識
～
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
と
は
～
、
講
師
…
高
齢
社
会
を

よ
く
す
る
女
性
の
会
・
京
都 

事
務
局
長

中
西
豊
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
献
血
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
16
～
17
歳
の
人
は
、
２
０
０
㎖
の
み
。
65

歳
以
上
の
人
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
場
合
に
限
り
献
血
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
／
２
月
３
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

　
　

３
１
）
０
１
１
１

　

介
護
者
激
励
金
（
後
期
）

　

ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

に
、
日
ご
ろ
の
介
護
に
対
す
る
激
励
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。

対
象
／
２
月
１
日
現
在
、
６
か
月
以
上
町
内

在
住
の
要
介
護
高
齢
者
（
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
～
５
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）
を
常
時

直
接
介
護
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
ま
た
は

３
親
等
内
の
親
族

※
前
期
に
お
渡
し
し
た
人
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

激
励
金
／
３
０
，
０
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
15
日
㈪
ま
で
に
、

長
寿
健
康
課
へ
。

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
催
し

第
４
回
「
も
り
も
り
」
栄
養
改
善
教
室

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
骨
」
で
す
。
不
足
し

が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
率
的
な
摂
取
の
方

法
や
骨
粗
し
ょ
う
症
に
関
す
る
こ
と
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
／
２
月
９
日
㈫　

午
後
４
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
管
理
栄
養
士
の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

　
　

ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
名

費
用
／
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

第
４
回
お
口
ケ
ア
教
室

　

む
し
歯
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ト
ナ
な

ら
で
は
の
お
口
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

対
す
る
ケ
ア
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
12
日
㈮　

午
後
４
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
お
口
の
ケ
ア
に
関
す
る
歯
科
衛
生
士

の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
名

費
用
／
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同

ホ
ー
ル
へ
。

訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
く
み
や
ま
１
月
15
日
号
の
児
童

虐
待
に
関
す
る
講
演
会
（
３
㌻
）
の
記

事
中
、「
川
端
隆
さ
ん
」
と
あ
る
の
は

「
川
畑
隆
さ
ん
」
が
正
し
く
、
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す
。
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生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

　

町
で
は
、
ご
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
に
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
一
世
帯

に
つ
き
２
台
ま
で
補
助
し
ま
す
。
２
台
目
は
、

１
台
目
を
購
入
し
て
か
ら
６
か
月
経
過
後
に

申
請
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
で
作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
有

機
肥
料
と
し
て
家
庭
菜
園
な
ど
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
２
万
５
千
円
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
販
売
店
の
証
明
書（
仕

様
が
分
か
る
も
の
。
取
扱
説
明
書
で
も

可
）、
領
収
書
、
補

助
金
の
振
込
先
が

わ
か
る
も
の
、印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、

環
境
保
全
課
へ
。

　

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止

　

ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
煙
の
向
き
に
よ
っ
て
は
洗
濯

物
が
汚
れ
る
な
ど
、
周
辺
住
民
の
た
い
へ
ん

な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
法
律
や
条
例
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご

み
は
野
焼
き
せ
ず
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
ご
み
は
、
燃
や
す
ご
み
や
燃
や
さ
な

い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
別
し
、
古

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
ス
は
、
地

域
な
ど
の
集
団
回
収
を
通
じ
て
回
収
業
者
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
に
伴
う
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
せ
ま
せ
ん
。
処
分
場
へ
の
搬
入
に
は

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

狂
犬
病
の
予
防

　

平
成
18
年
11
月
に
、
相
次
い
で
海
外
か
ら

の
帰
国
者
に
狂
犬
病
に
よ
る
犠
牲
者
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

狂
犬
病
は
、
日
本
・
英
国
・
北
欧
の
一
部

を
除
い
て
世
界
各
国
で
発
生
し
て
お
り
、
人

へ
の
感
染
死
亡
者
は
約
５
５
，
０
０
０
人
に

達
し
、
日
本
国
内
へ
の
侵
入
が
大
変
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、犬
の

所
有
者
は
市
町
村
に
登
録
す
る
こ
と
と
、
毎

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

か
み
つ
き
事
故
な
ど
の
場
合
、
未
注
射
犬

で
あ
れ
ば
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
犬
の
飼
い
主
は
お
近
く
の
動
物

病
院
ま
た
は
町
が
４
月
に
お
こ
な
う
集
合
注

射
で
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
の
登
録
は
環
境
保
全
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
16
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
開
放
・
保
育
所
児
と
の
交
流（
雨

天
時
は
室
内
遊
び
）

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

　

農
地
の
権
利
を
取
得
す
る
際
の

　

下
限
面
積
が
変
わ
り
ま
し
た

　

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
定
め

ら
れ
て
い
た
下
限
面
積
（
旧
御
牧
村
地
区
50

ア
ー
ル
、
旧
佐
山
村
地
区
30
ア
ー
ル
）
が
失

効
し
た
た
め
、
地
域
の
実
状
に
あ
わ
せ
町
農

業
委
員
会
で
新
た
に
町
全
域
を
30
ア
ー
ル
に

定
め
ま
し
た
。

　

下
限
面
積
は
、
農
家
の
人
が
農
地
を
取
得

す
る
時
に
、
取
得
後
の
農
地
の
合
計
面
積
に

よ
り
農
地
の
取
得
を
規
制
す
る
要
件
の
一
つ

で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業

課
内
）

　

町
立
学
校
体
育
施
設
使
用
団
体

　

の
登
録

　

平
成
22
年
度
の
町
立
学
校
体
育
施
設
（
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
使
用
団
体
の
登
録
を

受
け
付
け
ま
す
。
前
年
度
に
登
録
さ
れ
た
団

体
も
再
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10
人
以
上
で
構

成
さ
れ
、
同
施
設
を
継
続
的
に
使
用
す

る
団
体
（
代
表
者
は
、
成
人
に
限
る
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
へ
。

　

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

　

公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
埋
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼田井処理分区（東一口地区）

工期は、平成 22 年 3 月下旬まで

スマッシー
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

　

お
済
み
で
す
か

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
も
う
設
置
さ
れ
ま

し
た
か
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、
逃
げ

遅
れ
（
約
６
割
）
に
よ
る
も
の
で
、
時
間
帯

で
は
、
就
寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
、

町
で
は
、
消
防
法
の
改
正
に
伴
う
火
災
予
防

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年
６
月
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
に
よ

っ
て
生
じ
る
煙
、
熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や

音
声
で
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
自
分
や
家
族
の
命
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
、
一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
に
伴
い
消
防
署
か
ら
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問

販
売
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時
／
２
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族

※
膠
原
病
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋

炎
、
慢
性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
糖
尿
病

　
　

・
内
分
泌
・
リ
ウ
マ
チ
科
部
長　

福
田

亙
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
２
日
㈫
か

ら
、
電
話
で
同
保
健
所
０
７
７
４
（
２

　
　

１
）
２
９
１
１
へ
。

　

剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪せ

ん
て
い定

枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
農
家
等
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

の
配
布
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
／
２
月
22
日
㈪
～
３
月
５
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
、
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
／
管
内
で
農
業
等
を
営
む
個
人
・
団
体

配
布
方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

自
身
で
運
ぶ
…
５
０
０
円
／
１
㎥
、
配

達
…
１
，
０
０
０
円
／
１
㎥

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
２
月
２
日
㈫
か

ら
10
日
㈬
ま
で
の
間
に
、
同
組
合
各
施

設
お
よ
び
町
環
境
保
全
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

　
　

ttp://w
w

w
.jyonaneikan.jp/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
610
︱

0121
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）
☎

０
７
７
４
（
５
３
）
３
５
８
１
、　

０

　
　

７
７
４
（
５
３
）
３
５
８
９
へ
。
郵
送
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可

　

鵜
殿
の
ヨ
シ
原
焼
き

　
「
ヨ
シ
原
焼
き
」
は
、
貴
重
な
自
然
地
で

あ
る
鵜
殿
の
ヨ
シ
原
の
保
全
や
害
草
・
害
虫

の
駆
除
、
不
慮
の
火
災
防
止
な
ど
を
目
的
に
、

伝
統
的
な
行
事
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

当
日
の
風
向
き
に
よ
っ
て
は
、
本
町
域
に

灰
が
舞
い
落
ち
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
洗
濯
物
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
高
槻
市
道
鵜
町
・
上
牧
町
の
淀
川
河

川
敷

問
い
合
わ
せ
／
高
槻
市
環
境
部
環
境
政
策
室

緑
政
課
☎
０
７
２
（
６
７
４
）
７
５
１

　
　

２

※
荒
天
の
場
合
は
、
３
月
14
日
㈰
の
同
時
刻

に
延
期
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
に
よ
る

　

無
料
法
律
相
談

　

京
都
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相
談

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

予
約
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
容
／
司
法
書
士
に
よ
る
個
別
相
談

問
い
合
わ
せ
／
同
会
☎
０
７
５
（
２
４
１
）

　
　

２
６
６
６

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
２
月
10
日
㈬
（
10
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室 

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅰ
）

日
時
／
２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・
27
日
㈯
・

28
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
デ
ー
タ
入

力
・
表
作
成
・
編
集
ま
で
を
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別

途
２
，１
０
０
円
）

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
２
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）
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童
謡
を
楽
し
む
会 

日
時
／
２
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室 

日
時
／
２
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
10
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
２
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室 

日
時
／
２
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
正

午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
季
節
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
つ
く
り
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
２
月
６
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～
８

時
30
分
、
19
日
㈮　

午
後
７
時
～
８
時

　
　
（
受
付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）

　

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー

日
時
／
２
月
21
日
㈰　

午
前
８
時
50
分
～
午

後
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
３
年
生
以
上
の
児

童

内
容
／
バ
ス
で
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん

（
木
津
川
市
）
へ
行
き
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
３
０
０
円

　

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
２
月
11
日
㈷　

午
前
９
時
30
分
～
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

日
時
／
２
月
11
日
㈷　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
～
３
年
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

内
容
／
圧
力
の
実
験
を
し
ま
す
。

定
員
／
10
組

　

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
２
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
「
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
」

に
向
け
て
共
同
制
作
を
し
ま
す
。

定
員
／
12
人

　

低
学
年
工
作
教
室

日
時
／
２
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
ま
た
は
午
後
２
時
～
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
～
３
年
生

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と

木
工
を
楽
し
み
ま
す
。

定
員
／
各
16
人

費
用
／
３
０
０
円

　

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー

　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
／
２
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４

時

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
４
～
６
年
生
の
人

内
容
／
季
節
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
つ
く
り
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
８
０
０
円

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
２
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
２
月
27
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

第
６
回
理
事
長
杯

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
３
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15
歳
以

上
の
人
お
よ
び
中
学
生
を
除
く
体
育
館

利
用
者
で
４
～
７
人
編
成
の
チ
ー
ム

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
／
３
月
11
日
㈭
ま
で
に
、
同
館
へ
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
２
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日 

日
時
／
２
月
２
日
㈫
・
５
日
㈮
・
15
日
㈪
・

25
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
２

月
７
日
㈰
・
11
日
㈷
・
14
日
㈰
・
21
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
２
月
13
日
㈯
・
②
27
日
㈯　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

漬
け
物(

キ
ム
チ)

教
室

日
時
／
２
月
４
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
正

午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
季
節
の
野
菜
で
キ
ム
チ
漬
け
の
コ
ツ

を
学
び
ま
す
。

講
師
／
内
田
公
昭
さ
ん

定
員
／
15
人

費
用
／
９
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・
タ

オ
ル
・
筆
記
用
具
・

持
ち
帰
り
用
の
容
器

　

国
際
交
流
教
室

日
時
／
２
月
22
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
モ
ン
ゴ
ル
の
紹
介
、
羊
毛
で
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

講
師
／
プ
レ
ブ
ド
ル
ジ
・
ア
リ
ュ
ー
ン
ダ
リ

さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
３
０
０
円

持
ち
物
／
筆
記
用
具

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

２
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

２
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

２
月
10
日
㈬
・
25
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

２
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

２
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
司
法
書
士
無
料
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議

会
）

２
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
連
絡
先
】

町
社
会
福
祉
協
議
会

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

▽
車
い
す

　

多
く
の
方
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
２
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
34
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,916 人　
8 ,418 人　
8 ,498 人　
6 ,796 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

10 人　
10 人　
40 人　
74 人　

〈1 月 1 日現在〉 

〈12 月中の動き〉 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10 か月児健診（1月18日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母

子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 17 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 問い合わせ／
長寿健康課 

パパ＆ママ教室（第 2 回） 3 日㈬ 午前11時～11時15分 調理実習（妊娠中の栄養）、
交流会妊 婦 と 夫

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 16 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

1 0 か 月 児 健 診 15 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成21年3月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 16 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年10月生まれ

パパ＆ママ教室（第 3 回） 17 日㈬ 午後1時～1時15分 歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会妊 婦 と 夫

2 歳 6 か月児歯科健診 17 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年7月生まれ

乳 幼 児 相 談 18 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児

1 歳 8 か月児健診 19 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年5月生まれ

3 歳 児 健 診 26 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年7月生まれ

パパ＆ママ教室（第 4 回） 27 日㈯ 午後1時～1時15分 赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会妊 婦 と 夫

※ 1 〜 3 は前々日までに予約が必要です。

※ 1

※ 2

※ 3
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環境保全のコーナー 

月

火 

水 

木 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

2 月のごみ・し尿収集日 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
10 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

3 日
（第 1 水曜日）

17 日
（第 3 水曜日）

10 日
（第 2 水曜日）

24 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

3 日㈬
25 日㈭

4 日㈭
26 日㈮

9 日㈫
3 月 3 日㈬

8 日㈪
3 月 2 日㈫
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古
川
の
舟
運

　

巨
椋
池
干
拓
工
事
が
着
工
さ
れ
た
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
ま
で
の
古
川
は
、

市
田
の
観
世
付
近
か
ら
巨
涼
池
に
流
入

し
て
い
た
。
そ
の
当
時
の
古
川
は
、
木

津
川
の
八
丁
樋
門
（
城
陽
市
上
津
屋
）

か
ら
取
水
し
た
灌か

ん
が
い漑
用
水
の
流
末
が
古

川
に
合
流
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
豊

か
な
水
量
は
、
川
底
に
ゆ
ら
ぐ
藻
や
小

石
、
そ
し
て
群
れ
泳
ぐ
魚
影
も
は
っ
き

り
見
え
、
汚
濁
も
な
く
清せ

い
れ
つ冽
な
流
れ
は
、

現
在
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
流
路
は

広
く
、
古
川
を
利
用
し
て
農
産
物
・
貨

物
を
運
送
す
る
川
舟
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
頻ひ

ん
ぱ
ん繁

に
往
来
し
て
い
た
。

　

こ
の
川
舟
は
、
古
川
舟
あ
る
い
は
寺

田
舟
と
呼
ば
れ
、
古
川
か
ら
巨
涼
池
に

入
り
、
北
上
し
て
伏
見
向
島
に
向
う
航

路
、ま
た
宇
治
川
付
替
え
前（
明
治
三
三

年
起
工
）
ま
で
は
、
淀
周
辺
の
往
来
も

盛
ん
で
あ
っ
た
。
寺
田
舟
は
「
城
陽
市

史
」
第
二
巻
に
よ
る
と
、寺
田
村
四
隻
・

久
世
村
一
隻
、
平
川
村
一
隻
、
上
津
屋

村
五
隻
が
、
明
治
初
年
か
ら
貨
物
輸
送

に
携
わ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
古
川
沿
岸
の
林
村
（
明
治
二
二

年
以
降
佐
山
村
林
）で
は
、所
有
す
る
舟

数
は
不
明
で
あ
る
が
、
隣
村
の
市
田
村

に
は
、明
治
十
八
年
の
「
船
税
受
附
証
」

（
中
孝
家
文
書
）
に
よ
る
と
、七
六
隻
の

艀は
し
け漁

舟
が
登
録
さ
れ
て
い
た
。
農
耕
地

が
広
く
、
生
産
さ
れ
た
農
作
物
は
舟
運

に
よ
っ
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
が
、
古
川

の
河
口
を
領
域
と
す
る
市
田
村
は
、
農

閑
期
に
は
古
川
筋
舟
運
に
も
活
躍
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
古
川
の
岸
に
は
多
く
の

船
着
場
が
あ
っ
て
貨
物
を
積
載
し
て

い
た
。
林
村
に
は
雙
栗
神
社
に
参
拝
す

る
参
道
橋
の
右
岸
と
、
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
下
流
に
架
か
る
新
橋
の
左
岸
に
船
着

場
が
あ
っ
て
、
農
産
物
出
荷
の
基
地
と

な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
明
治
十
年

代
初
頭
に
お
け
る
林
村
の
農
産
物
の
主

力
は
、当
時
成
立
し
た
「
京
都
府
地
誌
」

に
よ
る
と
、梨
一
八
〇
駄だ

（
一
駄
は
一
三

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
実
綿
三
九
〇
〇
斤き

ん

（
一
斤
は
六
〇
〇
グ
ラ
ム
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
生
産
量
は
、
陸
送
で
は
大
量
の

車
馬
を
必
要
と
し
、
労
力
は
大
変
で
あ

る
。
例
え
ば
実
綿
は
、
収
穫
し
た
綿
の

実
を
綿わ

た

繰く
り

器き

で
種
実
を
取
り
除
き
、
藁わ

ら

で
編
ん
だ
叺

か
ま
す（
む
し
ろ
製
の
袋
）
に
入

れ
る
。
綿
は
軽
い
が
量
は
多
く
、
ぎ
っ

し
り
詰
め
込
ん
で
も
量
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
三
九
〇
〇
斤
の
叺
詰
め
は
、
村
全

体
、家
族
総
出
の
労
働
で
あ
っ
た
。そ
し

て
問
屋
へ
の
輸
送
と
な
る
が
、
幸
い
に

も
古
川
の
水
辺
の
村
、
古
川
舟
に
よ
る

運
送
は
、
ま
こ
と
天
の
助
け
で
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
貨
物
輸
送
で
は
、
茅か

や
ぶ
き葺

屋
根
の

多
か
っ
た
こ
の
時
代
、長
尺
の
葭よ

し・
茅
の

運
送
は
川
舟
が
最
も
適
し
て
い
た
。
巨

椋
池
北
部
の
葭
島
や
納
所
（
伏
見
区
）

か
ら
古
川
を
利
用
し
て
屋
根
葺
材
料
が

上
流
の
富
野
村
・
枇
杷
庄
村
（
現
城
陽

市
）
辺
り
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
。

　

思
い
出
に
な
る
が
、
私
の
五
歳
の
頃
、

家
の
前
に
茅
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

父
と
兄
が
古
川
の
参
道
橋
の
船
着
場
か

ら
茅
を
担
い
で
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

を
何
回
も
往
復
し
た
と
い
う
。
古
川
の

舟
運
は
沿
岸
の
村
だ
け
で
な
く
、
周
辺

の
村
々
に
と
っ
て
も
、
便
利
で
有
難
い

交
通
手
段
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
川
に
一
隻
の
屋
形
船

が
新
橋
の
左
岸
に
係
留
さ
れ
て
い
た
。

所
有
者
は
、
こ
の
所
で
割
烹
料
理
旅
館

を
経
営
す
る
“
新
橋
亭
”
で
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
巨
椋
池
辺
り
ま
で
運
航
し

て
料
理
を
楽
し
む
と
い
う
、
風
情
の
あ

る
屋
形
船
で
あ
っ
た
。
古
川
は
木
津
川

の
八
丁
樋
門
、
そ
し
て
巨
椋
池
か
ら
の

魚
や
水
で
、ハ
ス・モ
ロ
コ
な
ど
の
魚
影

は
濃
く
、投
網
で
獲
っ
た
小
魚
は
、そ
の

場
で
天
ぷ
ら
に
し
て
客
に
供
す
る
。
川

風
に
身
を
寄
せ
、
風
味
の
料
理
に
舌
鼓

を
う
ち
、
三
味
の
音
に
合
せ
て
盛
り
上

が
る
宴

う
た
げは

、
こ
の
地
方
の
名
物
と
な
っ

て
い
て
、
遠
方
か
ら
の
客
足
は
絶
え
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
繁
昌
し
て
い
た
新
橋
亭
の

屋
形
船
は
、
昭
和
八
年
か
ら
の
巨
椋
池

干
拓
事
業
に
よ
る
巨
椋
池
と
古
川
の
切

り
離
し
に
よ
っ
て
、
運
航
は
不
能
と
な

っ
た
。
そ
の
後
は
旅
館
内
で
の
割
烹
料

理
で
営
業
さ
れ
て
い
た
が
、
軍
事
色
が

強
ま
っ
た
昭
和
十
年
代
に
廃
業
さ
れ
た

と
聞
く
。
新
橋
亭
の
話
は
、
昭
和
五
二

年
の
古
老
と
の
座
談
会
で
、
詳
し
く
聞

い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
が
、
新
橋
亭
で
働
い
て
い
た
人
、
屋

形
船
で
楽
し
ん
だ
人
は
、
つ
い
最
近
ま

で
お
元
気
で
あ
っ
た
と
知
り
、
か
え
す

が
え
す
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲新橋亭があった新橋上流の左岸

第三章 古川流域の変遷（2）


